
授与する学位の名称 博士（デザイン学）〔Doctor of Philosophy in Design〕

人材養成目的

人のこころをより良い状態にする製品や環境を生み出す実践的な力を修得し、人と人のつ

ながりを作り明るく充実したものとする社会システムの創造を目指し、豊かで建設的な地域や

社会を育み維持再生するための創造力を活用できる、国際的トップリーダーの資質を持ち、

産業界や行政など多様な研究・教育機関の中核を担う研究者を養成する。

養成する人材像

横断的・実践的かつ国際的な学修を実践し、地域や文化の壁を越えた問題解決策を提

案する意欲と、成果を生み出す粘り強さを持ち、目利き力（課題抽出能力）、突破力（計画立

案能力、論理的説得力）および専門的研究を遂行する任務完結力を備えた人材。

修了後の進路
産業界や大学等の研究組織における研究者、デザイン、建築にかかわる企画開発者、エ

ンタテインメント産業のデザイナー・アーティスト、デザインコンサルタント等

ディプロマ・ポリシーに掲げる
知識・能力

評価の観点 対応する主な学修

1. 知の創成力：未来の社会に
貢献し得る新たな知を創成
する能力

① 新たな知の創成といえる研究成果等がある
か

② 人類社会の未来に資する知を創成すること
が期待できるか

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B に加えて、博士論文研究の推
進、学会発表など

2. マネジメント能力：俯瞰的な
視野から課題を発見し解決
のための方策を計画し実行
する能力

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B を含むデザイン学特別研究に
加えて、研究倫理、研究会等の運営、達
成度自己点検など

3. コミュニケーション能力：学
術的成果の本質を積極的か
つ分かりやすく伝える能力

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対し
て、研究内容や専門知識の本質を分かりやす
く論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに、質問に的確に答える
ことができるか

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B を含むデザイン学特別研究
に加えて、サイエンスコミュニケーショ
ン特論、学会発表、ポスター発表など

4. リーダーシップ力：リーダー
シップを発揮して目的を達成
する能力

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B に加えて、インターンシップ、
TA、TF経験、研究会の運営、プロジェク
トの参加経験など

5. 国際性：国際的に活動し国
際社会に貢献する高い意識
と意欲

① 国際社会への貢献や国際的な活動に対す
る高い意識と意欲があるか

② 国際的な情報収集や行動に十分な語学力
を有するか

デザイン学特別研究 D、海外研修など
国際性について学ぶ科目の履修また
は、国外での活動経験、留学生との交
流、TOEFL/TOEIC 得点、国際会議発
表、外国人との共同研究など

6. 構想・思考力：高度な課題
抽出能力（目利き力）と専門
的研究計画立案能力

専門的な問題の細部にも精通し、高い課題抽出
能力を活かして研究・制作を立案・実施する力を
身に付けたか。

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B を含むデザイン学特別研究に
加えて、学会等での発表成果を参考に
する

7. 分析力：高い視野に立って
広い視点から問題を解決す
高度な問題分析力

① 専門分野における高度で優れた研究を実施
するための高い専門的問題分析力を身につ
いたか。

② 広い分野と高い専門的知識から、総合的な
デザイン課題を分析する能力を身につけた
か。

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B を含むデザイン学特別研究
学会等での発表成果を参考にする

8. 解決力：高度な専門力に裏
付けられ、新しい解決策を生
み出し、成果を社会や学術
界に提案する力

博士論文のための研究やインターンシップ等、
研究の実践により高度な問題解決力（任務完結
力）・強靱な突破力（計画立案能力）を獲得した
か。

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B を含むデザイン学特別研究
インターンシップを行った場合はインタ
ーンシップ先からの評価を参考にする
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デザイン学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Design

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究Bを含むデザイン学特別研究査
読付き学術雑誌における論文発表審査
制度の確立している組織によって国際的
に評価された作品を参考にする

知識・能力

ディプロマポリシー

筑波大学大学院学則及び関係規則に規定する博士後期課程の修了の要件を充足したうえで、次の知識・能力を有すると認められた

者に、博士（デザイン学）の学位を授与する。

288



授与する学位の名称 博士（デザイン学）〔Doctor of Philosophy in Design〕

人材養成目的

人のこころをより良い状態にする製品や環境を生み出す実践的な力を修得し、人と人のつ

ながりを作り明るく充実したものとする社会システムの創造を目指し、豊かで建設的な地域や

社会を育み維持再生するための創造力を活用できる、国際的トップリーダーの資質を持ち、

産業界や行政など多様な研究・教育機関の中核を担う研究者を養成する。

養成する人材像

横断的・実践的かつ国際的な学修を実践し、地域や文化の壁を越えた問題解決策を提

案する意欲と、成果を生み出す粘り強さを持ち、目利き力（課題抽出能力）、突破力（計画立

案能力、論理的説得力）および専門的研究を遂行する任務完結力を備えた人材。

修了後の進路
産業界や大学等の研究組織における研究者、デザイン、建築にかかわる企画開発者、エ

ンタテインメント産業のデザイナー・アーティスト、デザインコンサルタント等

ディプロマ・ポリシーに掲げる
知識・能力

評価の観点 対応する主な学修

1. 知の創成力：未来の社会に
貢献し得る新たな知を創成
する能力

① 新たな知の創成といえる研究成果等がある
か

② 人類社会の未来に資する知を創成すること
が期待できるか

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B に加えて、博士論文研究の推
進、学会発表など

2. マネジメント能力：俯瞰的な
視野から課題を発見し解決
のための方策を計画し実行
する能力

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B を含むデザイン学特別研究に
加えて、研究倫理、研究会等の運営、達
成度自己点検など

3. コミュニケーション能力：学
術的成果の本質を積極的か
つ分かりやすく伝える能力

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対し
て、研究内容や専門知識の本質を分かりやす
く論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに、質問に的確に答える
ことができるか

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B を含むデザイン学特別研究
に加えて、サイエンスコミュニケーショ
ン特論、学会発表、ポスター発表など

4. リーダーシップ力：リーダー
シップを発揮して目的を達成
する能力

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B に加えて、インターンシップ、
TA、TF経験、研究会の運営、プロジェク
トの参加経験など

5. 国際性：国際的に活動し国
際社会に貢献する高い意識
と意欲

① 国際社会への貢献や国際的な活動に対す
る高い意識と意欲があるか

② 国際的な情報収集や行動に十分な語学力
を有するか

デザイン学特別研究 D、海外研修など
国際性について学ぶ科目の履修また
は、国外での活動経験、留学生との交
流、TOEFL/TOEIC 得点、国際会議発
表、外国人との共同研究など

6. 構想・思考力：高度な課題
抽出能力（目利き力）と専門
的研究計画立案能力

専門的な問題の細部にも精通し、高い課題抽出
能力を活かして研究・制作を立案・実施する力を
身に付けたか。

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B を含むデザイン学特別研究に
加えて、学会等での発表成果を参考に
する

7. 分析力：高い視野に立って
広い視点から問題を解決す
高度な問題分析力

① 専門分野における高度で優れた研究を実施
するための高い専門的問題分析力を身につ
いたか。

② 広い分野と高い専門的知識から、総合的な
デザイン課題を分析する能力を身につけた
か。

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B を含むデザイン学特別研究
学会等での発表成果を参考にする

8. 解決力：高度な専門力に裏
付けられ、新しい解決策を生
み出し、成果を社会や学術
界に提案する力

博士論文のための研究やインターンシップ等、
研究の実践により高度な問題解決力（任務完結
力）・強靱な突破力（計画立案能力）を獲得した
か。

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究 B を含むデザイン学特別研究
インターンシップを行った場合はインタ
ーンシップ先からの評価を参考にする

学位論文に係る評価の基準

筑波大学大学院学則で規定する課程を充足した上で、デザイン学や関連分野の複合的研究課題を自ら設定・解析

し、得られた事実に基づいた論理的思考を経て、客観的な結論を導くことができる資質や能力を博士論文にまとめ、

学位論文審査委員会による最終試験で以下の各項目を満たすことが認められること。

学位論文審査会は主査および 3 名以上の副査により構成され、口述試験により審査する。

1．デザイン学に関する専門的並びに学際的見識に基づいて理論を構築し、社会に発信する能力が認められること。

2．デザインに関する最高度の専門的な知識と技術を有し、デザインに関する研究を論理的かつ科学的に推進する能

力が認められること。

3．デザイン学の深い学識を基盤に、国内外の教育・研究機関での人材育成や学術活動を牽引できる能力が認められる

こと。

カリキュラム・ポリシー

デザイン学学位プログラムは、製品や企画、エンタテインメント、構成、建築、空間計画などの産業や社会にかかわ

る多様なデザインの研究を遂行するために、高次の専門的課題抽出力（目利き力）、専門的かつ総合的方法論を合わせ

広い視点から研究を計画立案する能力、研究実施力、研究完結力、論理的説得力、国際コミュニケーション能力と提案

力を育てる。具体的には、構成学、感性科学、視覚心理学などを含むデザインの諸分野に加えて、システム情報工学、

環境工学、生理学・人間工学、障害科学など、関連する分野の教員による分野横断的で実践的な学修課程を編成する。

教育課程の

編成方針

・専門科目 デザイン学特別研究により、総合的な研究計画立案力、研究実施力，研究完結力を身に付

ける。

・大学院共通科目、学術院共通専門基盤科目による、学際的な知識と幅広いデザイン知識の修得を奨励

する。

・デザイン学特別研究、インターンシップにより、実践的な課題抽出力、計画立案力、説得力を身に付

ける。

・デザイン学特別研究、海外研修により、デザイン、設計、企画を成功させるための国際交渉力とネッ

トワーク構築力を身に付ける。

学修の方法

・プロセス

・1 年次に、「研究計画届」を提出し、研究内容に応じた主指導教員と副指導教員を決定する。

・1 年次，2 年次の各学期に設定された特別研究を履修し学期末の発表によりその進捗を確認する。

・インターンシップ、海外研修を計画的に履修し、研究の応用力、国際展開力を深める。

・2 年次中に博士論文中間指導を受け、3 年次 10 月に博士論文を提出する。

学修成果の

評価

・1 年次春学期末に全研究指導教員による研究構想発表会を実施し、研究方針の確認と指導を行う。

・2 年次春学期末に公開発表を含む第 2 段階達成度審査を実施し、学修状況の確認と指導を行う。

・3 年次春学期末に博士論文の発表（非公開）を含む第 3 段階達成度審査（予備審査を兼ねる）を実施

し、学修状況の確認と最終達成度審査に向けた指導を行う。

・第 3 段階達成度審査合格後、本審査論文を提出されたものについて公開発表会を実施し、主査、副査

3 名以上で構成される論文審査委員会により博士学位論文の審査を行う。

アドミッション・ポリシー

求める

人材

地域や文化の壁を越えたデザイン問題を理論的に解決する意欲のある人材、常に新しい研究課題を生

み出すことに挑戦し、成果を生み出す粘り強さを身に付ける意欲のある人材を求める。

入学者選抜

方針

選抜においては、デザインの表現技能に優れた者のみならず多様な研究教育分野からの応募が可能に

なるように専門領域に関する口述試験によって専門適性を評価する。

・1 年次に、 「研究計画届」 を提出し、研究内容に応じた主指導教員と副指導教員を決定する。

・1 年次、2 年次の各学期に設定された特別研究を履修し学期末の発表によりその進捗を確認する。

・ インターンシップ、海外研修を計画的に履修し、研究の応用力、国際展開力を深める。

・ 査読付き学術雑誌での論文発表、審査付き国際コンペでの作品発表等を通じて研究の専門性を深める。

・2 年次中に博士論文中間指導を受け、3 年次 10 月に博士論文を提出する。

・1年次春学期末に全研究指導教員による研究構想発表会を実施し、研究方針の確認と指導を行い、秋学期

末に第1回達成度評価を実施する。

・2年次春学期末に公開発表会、秋学期末に第2回達成度審査を実施し、学修状況の確認と指導を行う。

・3年次春学期末に博士論文の予備審査（非公開）を実施し、学修状況の確認と最終達成度審査に向けた指導

を行う。

・予備審査合格後、本審査論文を提出されたものについて公開発表会を実施し、主査、副査3名以上で構成さ

れる論文審査委員会により博士学位論文の審査を行う。また、本審査と同時に、最終達成度審査を行う。

デザイン学またはデザイン学に関連する研究業績があり、地域や文化の壁を越えたデザイン問題を理論
的に解決する意欲および資質のある人材、常に新しい研究課題を生み出すことに挑戦し、成果を生み出す
粘り強さを身に付ける意欲のある人材を求める。

選抜においては、提出書類によって、研究歴、学力水準、能力をみると共に、デザインの表現技能に優
れた者のみならず多様な研究教育分野からの応募が可能になるように専門領域に関する口述試験によっ
て専門適性を評価する。
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